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研究成果の概要（和文）：19 世紀前期に活躍した英国女性作家フェリシア・ヘマンズとレティ

シア・ランドンとその作品について調査・分析し、彼女等が後代の作家に与えた影響の一端に

ついて考察し明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This study elucidated the influences of Felicia Hemans and Letitia 

Elizabeth Landon on the later writers in England through research into their works and 

their reception in early nineteenth-century England. 
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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・英米・英語圏文学 

キーワード：英米文学・女性学 

 
１．研究開始当初の背景 

文学研究において、ロマン主義時代に活躍
した女性作家たちは注目され始めたところ
であり、個別作家についての研究はあまり進
んでいない状況だった。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、19世紀前期に英米等
で数多く出版された女性を読者対象と
する年刊本（アニュアル）に最も多く作
品が掲載されていた二人の女性作家（フ
ェリシア・ヘマンズとレティシア・ラン
ドン）について調査し、その作品を分析
することによって、文学史上断絶したも
のとして捉えられがちだったロマン派
からヴィクトリア朝への移行期に、女性

作家が果たした役割を解明する一助と
なることである。 

同時に、アニュアルの特徴を体系的に
整理することによって、研究対象年代に
おける女性作家間の影響関係を明らか
にすることも目的とする。 
 

３．研究の方法 

 2009 年度は主にイギリスで 19 世紀前期に
発行されたアニュアルを渉猟しながら、ヘマ
ンズとランドン両作家に関連する文献を収
集して分析にあたった。 

 2010 年度も引き続き資料の調査・分析を
進めながら、研究成果をまとめ、発表準備を
行った。 
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４．研究成果 
 1820 年代から 1850 年代にかけて英国内で
出版されたアニュアルの中から、ヘマンズと
ランドンの主な作品を特定し、文献資料を整
理してその調査・分析を行った。その結果、
両作家は多くの作品で女性の公的領域と私
的領域をめぐる問題を取り上げていること
が判明した。また両作家が英国女性のナショ
ナリズム発露にどのように関与していたの
かについても分析・考察を行い、研究成果を
雑誌論文①や学会発表①で公表することが
できた。さらに両作家が後代の英国作家、特
にシャーロット・ブロンテに与えたと推察さ
れる影響について、雑誌論文②と学会発表②
で公表することができた。 
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